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この作文と再会することを常に恐れて今日まで過ごしてきたが、またこのときがやっ

てきた。「若い人から３人選べ」、という天の一声だったのかもしれない。突然私の元へ

それはやってきた。年齢からすれば事務所では、２番目に若い私、余裕の予選通過とい

うより、シード権すら与えられていた。「どうするー、俺！」と私の持ち合わせたカー

ド（選択肢）を確認するも、私には拒否するというカードなど存在するはずもなく、今

回６年ぶり２度目（おそらく）の再会となったわけである。           
では本題に入りたいと思いますが、今回自由テーマということで、普通は事業・技術

紹介・その他について書くみたいですが、私の仕事ぶりの中で皆様に紹介できるような

お話が見当たらないため、タイトル“北九土木について（仮）”とし、北九土木につい

て少し紹介したいと思います。 
私が所属しております北九州土木事務所ですが、政令指定都市である北九州市、中間

市、遠賀郡芦屋町、水巻町、岡垣町、遠賀町の２市４町からなる人口約１１４万人、総

面積５９４平方ｋｍとなっております。道路事業については、北九州市を除いた、中間

市、遠賀郡を管内としているのですが、その他（河川等）の事業では、北九州市を含む

ため、現場に向かうのにかなり時間を要する場合があります。私が配置されています河

川砂防課河川維持係では、県管理河川の維持補修業務及び、災害復旧事業について担当

しており、東は北九州市の端から西は岡垣町の端まで県管理河川があるため管内の隅々

までいつも飛び回っています。 
次に事務所の組織は、総務企画課（総務企画係、会計係）、用地課（用地係、管理係）、

道路課（維持係、交通安全係、建設係）、河川砂防課（河川維持係、河川改修係、砂防

港湾係）都市施設整備課、建築指導課、ます淵ダム管理出張所となっております。主な

事業としては、道路課建設係が担当しています芦屋橋の架け替え工事、河川砂防課河川

改修係が担当しています紫川の河川改修工事、などなど行っているところあります。 
また、部活動？も盛んに活動しており、野球、駅伝、サッカー等行われています。中

でも野球部、駅伝部は優秀な成績を残しています。仕事であまり関係のない人でもわず

かな練習や試合を通して親睦を深める機会としても、非常に有効なものだと思います。

（北九土木の選手のみなさんこれからも様々な活動がんばってください。） 
何を伝えたいのかよく分からなかったと思いますが、結局何が言いたかったのかと言

いますと、もうすぐ１年が経過しようとしていますので、皆さんすでにご存知の方もた

くさんいらっしゃるかと思いますが、昨年（平成 18 年 3 月）まで折尾にありました事



務所は、（下記のとおり）現在の則松にある八幡総合庁舎内へとお引っ越ししておりま

す。そのため折尾の事務所の時は折尾駅からすぐだったのですが、駅からちょっと離れ

た位置となったため、不便になった感じもしますが転勤する際は、北九州土木を希望し

てみてください。そして、北九州土木事務所ぜひへいらしてください。お待ちしており

ます。 
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